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毒巴握が不可欠のように思われる。   
今回は概括的な整理・検討を優先させたために、事実や解釈の細部には及び  




















陸志幸「古音説略」（1947）   
2．主母音の差とする説  
董同麻「広調重紐試釈」（194釦  




る有坂・河野の説に従い、河野に倣って前者をく三等甲〉、後者をく三等乙〉 と   
中古漢語の介母と日本呉音   
すれば、中古漢語における介母の体系は次のように整理される5）。   
167   
拗  
甲   乙   
開  口   一巨   」巨  －－   



















はなかろうか㌔   
ところで、原音との関係はさらに厄介である。有坂・河野の指摘にあるよう  
に、日本呉音で－！－が失われるのは朝鮮字音と一致した特徴であるが、それも  
完全に規則的ではない。例えば、遇摂の魚韻では、   
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今コム  金コム  昔オム  品ホム  邑オフ  
などに対する  
琴キム  禽キム  禁キム  及キフ   急キフ  
のような例も、－ぎーの特徴が主母音に保存されたものと認められよう。注目す  
べきは遇（魚韻）・宕摂の  
初ショ  所ショ  荘シヤウ  装シャウ  淋シヤウ  壮シヤウ  
などで、逆に漢音系の文献において、  




などもその傾向を反映するものであろうか）。   
山方、日本呉音で甲類の－トが失われる場合も少なくなt）。通・宕・曹操の  
足ソク  続ゾク  六ロク   陸ロク   相サウ  像ザウ  良ラウ  
息ソク  即ソク  
や、遇・流摂の  
鼠ソ  症ソ  流ル  留ル  
などはその例である。   
原音における介母の合口性が、拗音として受け入れられるためには、次の二  
つの条件を必要とした。   








比較的安定を保ったのは、どうやら†奥†－（前／挟）－i広†という対立の、そ   
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対ツイ ．内ヌイ   
では、原音の介母が古い異音系字音を通じてどのように現れるか、九条家本  
F法華経音j（平安時代末期写？）、F法華経早手』（保延二年く1136〉写、ただ  
し仮名の字音注は後の加筆）、『法華経音訓』〔心空疎、至徳三年〈1386〉 自扶）  
などの仮名表記によって概観しておこう（以下の考察では、必要のないかぎり  
いちいち文献名を断わらない）。  
＼諒」  唇   舌   牙   歯   喉   半舌   半歯   
一句－，（一j－）  一句－  
一戦一，・j－  一恥－j・  一喝－，－j・  ・j－，一句－  一軒－i－  
Ⅲ  一j－，i．一喝－  －j－，i，一句一  
Ⅲ甲  －j・ti．周一  －j－，i、一喝－  －i－，i，一喝－  ヰ ，i，一札－  ーi－，i，一戦－   
ⅢⅠ乙  一喝－，－j－，i  句∵j－．i  －や－，一j－，i  せ，－j－，i  
Illf せ，i  
ⅠⅤ   一帖一j－  せ，一j－  ・均一，－j－  一句－，－j一  牒－，－j－  一戦エ．－j－  
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忘し  唇   舌   牙   歯   囁   半舌   半歯   
田  周一，（ui）  ーW－，一句－  一喝，（j）  ユW・，句  田  
一喝－  －W－  ーW－，Wト  
－j－ふui，一句－  －j一山i，一喝－  
ⅠⅠⅠ甲  －W一，－Whナ．1  －j一山i，一句－  一Wj－，－j－，i，一戦－  －j－，i，一喝－   
1ⅠⅠ乙  －W一寸，i，一喝  一j一心正一唱一  ーW－．－Wj・，j、・唱－  
ⅠⅢf   




iii）T祖－は介母の特徴が存在しないことを、－j－、Wユはそれぞれ開拗音、合拗音（ワ行の仮名   





Ⅰ まず、一等親には問題が少ない。ただ、次のような歯頭書だけが例外で、  
拗音が現れる。  
果摂  踵シヤ  婆シャ（Ⅴ．左サ  作サ）   
宕摂  錯シヤク  整シヤク （Ⅴ．倉サウ  桑サウ）   









中期以後の朝鮮字音81は「越 c’a」「婆 sa」「錯 c‘ak」「整 c‘ak」のごとく  
で、三等韻と現れ方を異にする。  
ⅠⅠ二等韻においても歯音は問題で、果（仮）摂では一般に拗音が現れる。  
仮摂  差シ† 叉シャ   沙シヤ  濯シヤ（Ⅴ．把ハ  咤夕  加ヵ）  
これに対して蟹・敢・威・山摂の歯音は、Ⅴ＝aの場合も、「爪サウ」のように  
拗音を出すことがない（朝鮮字音は「差c‘a」「叉C‘a」「沙sa」「満sa」  
で、やはり三等韻と現れ方が異なる）。   
歯音のほかにも梗摂と宕（江）摂に拗音があるが、両者はたいへん対照的であ  
る。すなわち、梗摂に拗音が多いのに対し、江摂にはそれが少ない。  
梗摂（唇） 百ヒャク  白ビャグ  猛ミヤウ〔Ⅴ．迫ハク  隔ハク  拍ハク  
盲マウ   萌マウ）  
（舌） 塀チャク  揮チャク （Ⅴ、宅タグ  沢タク）  
（牙喉） 更キャウ  坑キャウ  行ギャウ  茎キヤウ  客年ヤク  
厄ヤク（Ⅴ．幸カケ  額カク）  
（菌） 争シャウ   言争シャウ  責シヤク  
江摂（唇） 東ミャク（Ⅴ．爆ハク  葛ハク  操ポク）  
（舌） 濁ヂョク（Ⅴ．憧ドゥ）  
（牙喉） →  （Ⅴ．江ガウ  降ガウ  話力ウ   巷カウ  覚カク  
角カタ  楽ガタ  草ガタ〕  
（歯） 捉シャク （Ⅴ．窓ソウ）  
このような傾向は、日本異音におけるほど扱者でないものの、朝鮮字音にも認  
められる。後に述べるように、梗摂のpalatalな特徴を反映するものであろう。   
以上のように、外転の開口では、一・二等を通じて次のような各条件下に拗  
音が現れる点が注目される。   
i）（Ⅰ＝歯音）   
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ii）Ⅴ＝a  
iii）F＝一句、－g’～－k′、－k  
なお、次の二手は声符からの類推と認められる。   
佳クエ（筆摂、開口、見母二等）  
扱シャ （蟹摂、開口、徹母二等）  
ⅠⅠⅠ′－ⅠⅤ 三等の甲・乙とその相当韻、  
・成・山の各摂に拗音が存在しない。   
蟹摂ⅠⅠⅠ甲（ⅠⅠⅠ）薇へイ 弊ヘイ  
誓セイ  際サイ……  
ⅠIl乙 鳩ヶ  
ⅠⅤ  迷メイ  閉ヘイ  
提タイ  礼ライ  戻ライ  
啓ケイ  斉セイ   西サイ   
敦摂IlI甲（ⅠⅢ）瓢へウ 妙メウ  
要エウ   揺ユウ   消セウ  
ⅠⅢ乙 表ヘウ 苗メウ  
ⅠⅤ  漂ヘウ  調テウ  
および四等（四等専属韻）では、蟹・敢  
蛇足ながら、その例を挙げる。   












レウ  尿ネウ  暁ケウ  
兵ヶウ  斎セウ…‥・  
成摂 ⅡⅠ甲（ⅡⅠ）塩エム 厭工ム 煩エム 漸ゼム 疇セム 苫セム   
軌テフ  猟レフ  葉エフ・セフ  接セフ  摂セ7…・・■  
ⅢⅠ乙（ⅢIf）換ヶム 検ケム  凡ポム  犯ポム 梵ポム 厳ゴム  
業ゴア…■・・  
兼ケム   嫌ケム  謙ケム  畳毛テフ‥‥‥  
法ホフ  乏ホフ  劫コフ  
ⅠⅤ  念ネム  点テム  
面メン  展テン  連レン  延エン   
鮮セン  浅セン  戟セン  禅ゼン   
裂レチ   折セチ  舌ゼナ  設セナ  
字辞ベン  免メン  勉メン  乾ケン  
健ゴン  献ゴン  別ペチ   喝カナ……  
電ヂン  蓮レン  練レン  見ケン   
煙ユン  千セン  前ゼン  先ゼン   
山摂ⅠⅠⅠ甲（ⅠⅠⅠ）遍へン 便ベン  
済エン  遣ケン  仙セン  
然ネン  滅メナ   列レチ  
熱ネチ‥‥‥  
ⅢⅠ乙 変ヘン  辞ペン  
泰ケン  言ゴン  建コン  
1V  天テン  田デン  
堅ケン  現ゲン  宴エン  
鉄テナ  浬ネチ  結ケナ‥＝＝  
中古漢語の介母と日本異音   
かくて、これらの四摂は次のような母音を現す。  
Ⅰ   ⅠⅠ  ⅢⅠ甲（lII）  ⅠⅠⅠ乙（叫）  
??????????
－e  －e  ・e  
－ai  －ai  －ei  
－e  
敢摂  －a－（－0－） －e－（－a一）  せ  ・e・  




－む十0－） ・e・（－a－）  －e－  








の場合も）および四等にyを保存している。   




う。   
二等親と同様、梗摂と宕操の関係はきわめて対照的である。すなわち、樺摂  
では三等甲、乙、四等のちがいを問わず原則として拗音を出すのに対し、宕摂  
では、乙はもとより甲においてさえ歯音や半音音で拗音を落す場合がある。   
梗摂 Ⅲ甲川Ⅰ） 名ミヤウ 井ビャウ 貞チャウ 蘭り†ウ 軽キヤウ  
頸キヤウ  理ヤウ  清シ十り  精シヤウ  声シャウ   正シャウ  
聖シヤウ  成ジャウ  静ジャウ  堀ジャウ  益ヤク   石シヤク  
昔シヤク㌧＝・■・  
Ⅲ乙  平ヒナウ  病ビヤウ  明ミヤウ  命ミャウ  敏幸ャウ  
鷲キ十ウ  康幸十ウ  義幸サワ  連ギャク  劇ギャク……（Ⅴ．迎カウ）  
1V  冥ミヤウ   並ビサウ  打チャウ ］頁チャウ  完チャウ  
令リヤウ  霊リナウ  寧ニヤク  経ギャウ  形ギャウ  刑ギャウ  
青シナウ  星ンヤウ  笛チャタ  歴リャク  撃ギャク・‥・・■   
宕摂ⅠⅠⅠ甲（HI） 長チャウ  張チャウ 場ヂャウ 涼リャウ 両リヤウ  
羊十ウ  菓ヤウ  傷シヤウ  商シヤウ  尚シヤウ  常ジャウ  
着ヂヤク  略リサク 脚キャク  若ニヤク＝・‥・ （Ⅴ．良ラヴ  蝦ラウ   
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相サウ  想サウ  象ザウ  像ザウ…‥・）  
ⅠⅢ乙（Ilり  （Ⅴ・方ハウ（示ウ） 放ハウ 房′叩  坊パウ  
忘マウ   望マウ   網マウ   香カウ  向カウ  響ヵウ  強ガウ  






の区別が明らかでないのも、そのためである。   
このような梗摂の特徴は、漢音系字音における蘭島のとらえ方にもよく保存  
されている。すなわち、親鳥の喉内鼻音がその鼻音性を失って－iになる例は、  
平ヘイ  明メイ  京ケイ   嬰エイ  清セイ  成セイ  領レイ  




劇ケキ  壁へキ   易ユキ   石セキ   席セキ   績セキ  敵テキ  
笛テヰ  歴レキ   責セキ……  
漢音系字音と異音系字音とでは現れ方が異なるが、どちらも梗摂の特徴をたい  
へんきれいに保存している。   
入声に関して言えば、呉音系の字音で「－キ」型をとるのはむしろ曽摂（三  
等）の方である点が注意される。   
ⅢⅠ申 直ヂキ カリ年 式シキ 識シキ 飾シキ 食ジキ‥■…   
ⅠⅠⅠ乙 色シキ 測シキ……  
ただ、陽類に漢音系字音のような療摂との相違がない。また、上で見たように、  
直・拗の対立において、梗摂との間にきわだたしい差が存在する。   
果（仮）摂には、三等甲・乙の善がはっきり残されている。   
ⅠⅠⅠ甲 若ニャ・ニヤク  野ヤ 夜ヤ 車シャ  者シ†  斜シャ  
邪ジャ…■・・   










1 内転の一等韻はすべて直音で、介母との関係に関するかぎりほとんど問題  
がない。次の諾字は母音の出し方を他と異にするが、  
Ⅴ  
流摂 －0、－u  厚カウ  歳ナウ  
曽摂 －0  恒ガウ  
これらについては諸家の解釈を含めて別に考察する10）。  
ⅠⅠⅠ流摂ではまず、歯音が甲・乙の別を問わずすべて拗音のかたちをとる点が  
注目される。   
m甲 手シ1 首シ1  守シ・ 倦シュ  周シュ 酒シ1  収シュ  
受ジュ  授ジュ  就ジュ・…・・   
ⅢⅠ乙 愁シュ  敏シュ 痩シュ…・＝  
一方、半青書は逆に介母すを保存しない。   
lII 流ル  留ル  
これらの点を除けば、流摂の場合も甲・乙の差は明らかである。   
Ⅲ甲 昼チウ 桐ナウ 柾ナウ 薫こり 由ユ 油ユ 遊ユ 誘ユ…・・・   
HI乙（uIf）¶ （Ⅴ■不フ 富フ 浮フ 牟ム 久ク 丘ク  休ク  
救夕  究ク  求グ  有り  友り  右り  僅ウ  書牛ゴ  
■・■…）  




深摂 ⅢⅠ甲（Ⅰ机 沈ヂム  賃ニム   林リム  臨リム   婦イム  心シム  
侵シム  深ジム  甚ジム   任ニム   集シフ  習シフ  入ニフ  
十ジフ…■・・   
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1ⅠⅠ乙 琴キム  禽キム 禁キム  及キフ 急キフ 給キフ・…‥  
〔Ⅴ．品ホム  稟ホム  今コム  金コム  音オム  飲オム  邑オフ  
∴卜∴＋1卜E   
韓摂 uI甲川1） 賓ヒン 民ミン 珍チン 陳ヂン 忍ニン  隣リン  
緊キン  困イン  身シン  新シン  人ニン   必ヒチ  蜜ミチ  
吉キチ  質シチ  目ニチ＝…・  
ⅢⅠ乙 貧ビン 藩主ン  筆ヒチ 密ミチ 苛シチ…… （Ⅴ．銀ゴン  
勤ゴン  近ゴン  欣ゴン  乞コテ…… ）  
唇音における相違（深摂0：賛摂i）は、主母音のちがい（∂：e）に対応する  
ものであろう。   
曽摂はやや複雑で、次のような現れ方をする。   
ⅠⅢ甲（Ⅲ）－j一 陵リコウ 称ショウ 勝ショウ 昇ショウ 証ショウ  
乗ジョウ  承ジョウ  勅チョク■＝・・・  
－i一  直ヂキ  
ー0一 即ソク  
ⅠⅠⅠ乙 －i・ 色シキ  
・0・ 衿コウ  
????
????
? ????? 式シキ  識シキ  飾シキ  食ジキ……  
側ソク  疎コク   極ゴク  




これに対して、牙・喉昔（乙）の入声は⊥Okuのような奥寄りの調和を有する。   
このような傾向に矛盾するのがやはり歯音で、「即」「息」「側」、および舌上  
の「勅」が－Oku型をとる理由は説明できない11）。入声以外は、曽摂も甲・乙の  
対立トjou：・Ou）が明確である。   
止摂は母音をiで現すために、拗音が存在しない。ただ、諸家の指摘される  
ようにIZ）、支・脂（乙）・微（乙）韻にe、之（乙）韻に0を示すものがあるのは、こ  
の四韻が合流する以前のある状態を反映するものであろう。   
支韻ⅠⅡ甲 施七 是ゼ  
ⅠII乙 戯ヶ   
脂韻 ⅡⅠ乙 飢ケ   
之韻ⅠⅠⅠ乙 己コ  其ゴ 欺ゴ   
徴帯ⅠⅠⅠ乙 希ケ 情ヶ 気ケ 衣工 依エ   










火クワ  果クワ  過クワ   悔タヱ   外グヱ   会ヱ  観タワン  
官クワン  活クワチ  光タワウ  広クワウ  貴クワウ・＝…  
のように。もっとも、「外ゲ」（「法華経音訓」）のように、文献によって古くか  
ら散発的に直音に混じた例があることは注意すべきである。   
既述のように、蟹摂の  











論沼本の結論そのものを直接否定するものではない）15）。   
次の例は声帯からの類推であろう。  
果摂  謬シ十  
ⅠⅠ二等韻に関しては、梗摂（耕嶺）に「獲グヰヤク」の例が見えることのほか、特  
別言及すべき点がない。  
Ⅰ王Ⅰ～ⅠⅤ 梗摂と宕操の違いは、合口においても著しい。梗摂（牙・囁音字）が   
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三等～四等を通じて「ヰヤウ」「クヰヤウ」となるのに対して、宕摂の喉音字（乙）  
は一喜一を失い、「ワウ」のかたちをとる。   
梗摂ⅠⅠⅠ甲 傾クヰヤウ 頃クヰヤウ 嘗ヰヤウ  
Ⅲ乙 永ヰヤウ   詠ヰヤウ  栄ヰヤウ  
ⅠⅤ   遇クヰヤウ   
宕摂二 ⅢⅠ乙 王ワウ   往ワウ（Ⅴ・況クヰヤウ）  
宕摂の牙音「狂ワウ」「証ワウ」は異音系字音の慣用であり、類推音と考えられる  
が、これも上記のような差異と無関係ではない川。   
先に見たように、山摂は母音の現れ方が複雑であるが、その差にかかわらず、  
牙・喉音字には合口的特徴が保存される。   
山摂 ⅢⅠ甲 映クヱチ  
Ⅲ乙 遠ヲン  園ヲン   怨ヲン  越ヲチ……  
巻クワン  勒クワン  廉グワン  月グワチ‥・・＝  
円ヱン  替クエン  借クエン  原グヱン……  
Ⅳ  懸グヱン 濁クエン  街クエン  決クエチ  穴クヱチ  
血クヱチ……  
「権ゴン」に合口性が失われるのは、この韻の古い特徴を反映し、母音を0と  
しているためである。   
蟹摂では、  
鋭エイ   以逝反（「法華経青山東大本・天福本も同じ）  








Ⅰ 内転合口で一等韻を有する遇・通・葎・曽摂はそれぞれ次のような母音を  
有し、   
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遇  通  藻  曽  
1  －0，－u  －0－，－uL，Lu，   －OT，－u－ rO－，一札－a一  
曽摂（厘母）の  
或ワク  惑ワグ  
にのみWが現れる。その他、   
遇摂 布7 普フ 怖7 部プ 歩ブ 塗ヅ 奴ヌ 烏ウ  
苦ク  鼓ク＝＝・・  
通摂  夢ム  蒙ム  蓬プ  功ク  孔ク  通ツウ  痛ッゥ  
空クウ・・…・  
藻摂  村ジュン   付ジュン・・－・・・  
曽摂  弘グ  
などの－u－、一缶にも合口性介母の影響があるかも知れない（三等韻も同じ）。   
通摂の次の二字は扮音を示す。  








ⅠⅢ 日本字音における遇摂の現れ方は開口的であって、呉音系の字音では三等  
甲およびその相当韻に介母一旦－の特徴が見られるのに対し、三等乙ではヰの特  
徴を失う傾向が著しい。   
1ⅠⅠ甲（Ⅲ）愈ユ 諭ユ 輿ユ 主シュ 取シュ 殊シュ 鹿シュ  
柱チウ（注チウ） 住ヂウ  乳ニウ‥…■   
Ⅲ乙（Ⅲf）数シュ （Ⅴ・付フ  父フ 敷フ 無ム 務ム 雨ウ  
干ウ  句ク  倶ク  具グ  遇グ  愚グ……）   
前に触れた魚韻の場合は少し複雑で、歯音、半舌昔が対応を乱している。   
山甲（ⅠⅠⅠ）滞チョ  除ヂヨ  女ニヨ   慮り∃   輿ヨ  皆ヨ  書ショ  
話ショ  虞ショ  序ジョ  如ニヲ   汝ニヨ…… （Ⅴ．塩口  痘ソ  
鼠ソ…・‥）   
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l11乙（魚ギヨ）初ショ 所ショ 疏ショ 助ジョ 誼ノヨ・・血  
（Ⅴ．去コ  居コ  語ゴ 卸プ 虚コ  於オ  疎ソ  
楚ソ…■・・）   
通摂の状態も遇摂に近いが、東韻では歯音、半古書のほか乙の入声に統一性  
を欠く例がある。   
HI甲（Ⅲ）終ジュウ 充ジュウ 衆シュ・シュウ 肩シュク 熱ジュク……  
中チウ  畠ナウ  竹チタ  畜チタ  逐チタ  肉ニク  
育イク 夙シタ  叔シク……（Ⅴ・六ロク  陸ログ）   
ⅠⅠⅠ乙（ⅠIlf）締シュク／掬キク 郁イク 閃シク （Ⅴ・風フウ 諷フウ  
豊プ  福フク   伏ブタ  覆7・フク  雄オウ  宮クワ  窮ダウ  
（グ） 窮ダウ（グり   
鍾韻でも歯音、入声に問題が多い。   
Ⅲ甲ⅢⅠ）勇ユ 蹄ユ 種シュウ 鍾シュ・シュウ 従ジュウ 縦ジュウ  
講ジュウ   頒ジュウ・■…・  
龍リウ  重ヂウ  革ニク  裾ニク……  
容ヨウ   用ヨウ  慄ショウ  欲ヨク   浴ヨク‥・…〔Ⅴ．足ソタ  
触ソク  統ゾク  俗ゾク  嘱ゾク…… ）   
ⅡⅠ乙（叫）一 （Ⅴ・奉プ 峯ブ 恐ク 供ク 凶ク 恭ク  
兇ク  共グ＝…・ ）  
－ （Ⅴ．擁ヲウ  蛙ヲヴ）  
漢音系字音のような「恭クヰヨウ」「凶クヰヨウ」のかたちは存在しない。   
異音系字音の療摂合口は、漢音系字音にくらぺるとずっと単純で、甲・乙の  
差も明らかである。   
ⅡⅠ甲（Ⅲ）旬ジュン 純ジュン 淳ジュン 順ジュン 出シュツ＝‥‥  
唇シン  潤ニン   輪リン  倫リン   律リチ‥‥‥   
Ⅲ乙（専）率ソツ  
（文）分アン 紛フン  膏アン  君タン  訓タン  薫タン   軍グン  
群グン  雲ワン  屈クツ  仏プツ・■・■■■  
文モン  聞モン  問モン  弗ホチ  勿モ干  物モチ……  
開口の母音i、O（甲＝i、乙＝0、i）に対する合口の母音uは介母の影響で  
あろう。   
止摂の開口が部分的に支・脂・之・微韻合流以前の状態を反映していると考  
えられたのに対し、合口には同様の例が見えない。そして、甲・乙の別を問わ   
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ず、－ui、5ui、（－）wiのかたちで－iW－、一亨W－の特徴を保存している。   
支韻I口中（ⅠⅠⅠ）鼠レイ 累ルイ 吹スイ  垂スイ 睡スイ  随ズイ  
髄ズイ  瑞ズイ・…・・  
窺キ  羞イ  
ⅠⅠⅠ乙   危クヰ 偽グヰ 為ヰ 委ヰ 萎ヰ 毀クヰ……   
脂韻ⅠⅠⅠ甲（ⅡⅠ）追ッイ 椎ツイ 水スイ 誰スイ 推スイ 出スイ  
逐スイ   酔スイ……  
唯ユイ  推ユイ  唯ユイ  
IlI乙   衰スイ  
亀クヰ  置クヰ  位ヰ……   
徴韻ⅠⅠⅠ乙   帰クヰ 鬼クヰ 貴クヰ 弄クヰ 威ヰ 幸ヰ 遠ヰ  

















音から日本異音との関係を正確に推定するのは困難である。   
上記の諸掛こ対して、梗摂はこのヰとキの違いを反映しない。二等韻を含  
めて、梗摂がかなり強い口蓋性を有したためと思われる。   


































10）沼本克明「平安鎌倉時代に於る日本漢字昔に就ての研究】（1鮨2）、高松政雄「中古呉音」   
















20）河野「朝鮮漢字音と日本呉昔」（1g7臥．ー河野六郎著作集』3所収）   
